
　
土づくりにこだわった土耕栽培

により、ミネラル分や旨味が凝縮しコ
クのある「親バカトマト」。
　暑すぎず、寒すぎない時期に作られる春
トマトは一年で一番濃厚な味わいに仕上が
ります。お客さんの数も４月になると一気
に増えます。今後も若手の育成を通し
て、ブランドの知名度向上につなげ
ていきたいです。

　
「サンシャイントマト」は、養

液栽培(水耕栽培)で科学的な栽培管理
のもと作られ、甘みと酸味のバランスが良
く、安定した品質が特徴です。
　春トマトは、季節特有の穏やかな日差しを
たくさん浴びているので、トマト自体の甘
さが際立っています。ぜひ、サラダなど
にして生食で味わってみてください。

「
春
ト
マ
ト
は
、

　
　太陽
の
め
ぐ
み
」

「
春
ト
マ
ト
は
、

　
　太陽
の
め
ぐ
み
」

「
春
ト
マ
ト
は
一
年
で

　
　一番
濃
厚
な
味
わ
い
」

「
春
ト
マ
ト
は
一
年
で

　
　一番
濃
厚
な
味
わ
い
」

（農）菊田の郷 助川農園

助川 成光さん
（錦町馬場163）

～親バカトマトの生産者～

（農）大野水耕生産組合

大和田 哲嗣さん
（四倉町玉山字森内 23）

～サンシャイントマトの生産者～
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　ト
マ
ト
と
言
え
ば
夏
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
露
地
栽
培
の
ト
マ
ト
に
よ
る
も
の

で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
主
流
の
い
わ
き
の

ト
マ
ト
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
最
盛
期

を
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え
ま
す
。
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ト
マ
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は
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中
で
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時
期
特
有
の
穏
や
か
な
日

差
し
を
浴
び
て
、
昼
夜
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寒
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き
い
環
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の
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で
ゆ
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く
り
と
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と
に
よ
り
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が
高
ま
る
た
め
、
味
が

濃
く
甘
い
ト
マ
ト
に
育
ち
ま
す
。
高
温

多
湿
に
弱
い
野
菜
な
の
で
、
栽
培
に
適

し
た
気
候
条
件
が
揃
う
春
こ
そ
い
わ
き

の
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
の
旬
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 　そ

の
春
ト
マ
ト
の
美
味
し
さ
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
本
年
春

（
３
〜
５
月
）
、
季
節
限
定
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
＆
ネ
ー
ミ
ン
グ
で〝
お
化
粧
〞

し
た
ト
マ
ト
が
販
売
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
名
も
「
う
ら
ら
〜ulala

〜
」
。
市
内
で
市
場
出
荷
し
て
い
る

「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」・
「
親
バ
カ

ト
マ
ト
」
・
「
小
名
浜
菜
園
ミ
ニ
ト
マ
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」
が
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内
ト
マ
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
枠
を

超
え
て
取
り
組
む
共
同
プ
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ダ
ク
ト
で

す
。
い
わ
き
で
生
ま
れ
育
っ
た
「
う
ら

ら
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〜
」
が
あ
な
た
に
〝
麗
か

な
春
〞
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
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